
　東日本大震災ルーテル教会救
援から派遣され、避難所でとも
に寝泊まりしできた牧師がいま
す。避難所が閉鎖され、いま仮
設住宅を一軒一軒まわっていま
す。その派遣牧師が、ひとつの
仮設住宅を訪問していたときの
ことです。
　津波被害や家族のことなど話
してくださった、被災者のおば
あさんがおられます。いつもボ
ランティアを暖かく向かい入れ
てくださり、仮設支援も手伝っ
てくださっていました。ある日、
おばあさんが「今日はこれから
どうするの？」と聞かれたそう
です。牧師は「大川小学校にボ
ランティアを案内する」と答え
ました。（大川小学校は、震災後
の津波により校舎ごと呑みこま
れ、全児童１０８人中、約７割
に当たる７４人が死亡・行方不
明となりました。教師は９人が
死亡、１人が行方不明になって
います。）するとおばあさんは泣
き崩れたのです。これまで笑顔
で元気だった方なので牧師は驚
きました。
　涙を流しながらおばあさんは

言われたそうです。「孫が大川小
学校に通っていた。３年生と１
年生。上のお兄ちゃんは見つかっ
たけど、下の女の子はまだみつ
からない。牧師さんきっとみつ
かるよね」と。牧師はその言葉
を聞いて共に泣くことしかでき
なかったそうです。
　大川小学校にある慰霊碑には、
子どもを亡くされたお母さんの
手記がそっとおいてあります。
「会いたくて、会いたくて。百日
たったいまも、会いたくて、会
いたくて・・・」と。突然の津
波によって愛する家族が天に召
されていきました。「会いたくて」
と涙を流される多くの被災者の
方々に、ボランティアができる
ことは共にいることだけです。
寄り添うことしかできません。
　パウロは「泣く人と共に泣き
なさい」と教えています。いま
まで「共に泣いてあげる」とい
う感覚でこれを読んでいたこと
に気がつきました。被災地で活
動していると、共に泣くしかな
い状況に出会います。あまりに
も悲しみが大きすぎて共に泣く
しかできないのです。しかし、

そのような関係を持たせてくだ
さる中心にキリストがおられる
ことを思いつつ、共に泣くこと
が必要なのだと教えられていま
す。それもキリストが教えて下
さっている寄り添いです。

　クリスマスには「インマヌエ
ル」という言葉がきかれます。
これは「神は我々と共におられ
る」という意味です。クリスマ
スは、神様のみ子であるイエス・
キリストがこの世に生れてくだ
さったことを祝う時です。それ
と同時に、神様がイエス・キリ
ストを通して共にいて下さると
いうことです。そのことの暖か
さと力づよさを、今日も被災地
にたちつつ感じています。メ
リー・クリスマス！

（ルーテル救援は、仙台教会内に
支援センター「となりびと」を
設置し、宮城県を中心に被災地
支援を行っています。活動の様子
はブログ「ルーテルとなりびと」
http://lutheran-tonaribito.blogspot.
com/をご覧ください。）
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　フィンランドでは、クリスマ
スは一年で最も暗い季節におけ
る光と温かさのお祝いです。フィ
ンランド人は待降節になるとク
リスマスの準備で忙しくなりま
す。特に子供たちは毎日アドベ
ントカレンダーの窓を一つずつ
開けて、クリスマスをわくわく
しながら待ちます。
　クリスマスの準備にすること
は、クリスマスカードを送るこ
と、家の大掃除、クリスマス料
理を作ることです。それぞれの
家族にあるクリスマスの伝統は
子供たちに伝わっていきます。

                                  星形のプルーン・パイ

パイシート /プルーン   200　g/ 砂糖   1dl/

水  150－200　ml

１．プルーン・ジャムをつくる。プルーン、砂糖、水を鍋

に入れて、プルーンが柔らかくなるまで混ぜながら煮る。

プルーンが柔らかくなったら、ミキサーで混ぜる。

２．パイシートを正方形に切る。上のように４角から 1,5 

cm 位のところから、それぞれの辺に平行になるように切れ

目を入れる。切れ目の長さは、辺の半分よりも短めにする。

３．パイシートの真ん中に１のジャムを小さじ 1,5 杯分をの

せる。４角を中心に向かって折り曲げるようにして、ジャ

ムの上で４角の先っぽ部分が順番に重なるようにする。重

なりが起き上がらないように、指で少し押す。

４．３をオーブンで 210℃の温度で 10－12 分位焼く。

                                               サーモン・ロール

サーモン　300g/塩  大さじ一杯/砂糖 小さじ1/2杯 /

ディル / クリームチーズ  50g/ホイップクリーム 1/2dl/

塩 小さじ1/2杯 /ブラックペッパー 少々 /

ディル    みじん切りにしたもの大さじ一杯

１．サーモンの上に塩大さじ一杯と砂糖小さじ 1/2 杯をかけ、

ディルの葉を上にのせる。それをアルミフォイルに包んで、１

－２日位冷蔵庫に入れておく。

２．ホイップクリームを泡立てて、クリームチーズと塩小さじ

1/2 杯、ブラックペッパー少々、みじん切りにしたディルを混

ぜる。

３．１を斜めに薄くスライスしていく。スライスしたものをラッ

プの上に長方形の形に並べる。

４．３のサーモンスライスの長方形の上に２のクリームを塗る。

５．４をロールケーキの要領でロールさせ、それを冷凍庫に 30

分から１時間位

入れておく。

６．５を 2 cm 位

（長さはお好みに

応じて）に切り、

レモン汁をかけ

る。ゆで卵やゆ

でた馬鈴薯を添

える。

クリスマス料理を子供たちと一
緒に作ったら、家族の味は世代
から世代へと伝わっていきます。
子供たちはお母さんが作ったク
リスマス料理の味を覚えて、同じ
ように作りたいと思うからです。
　フィンランドの伝統的なクリ
スマス料理には、豚肉のオーブ
ン焼き、ビネガー漬けやオーブ
ン焼きの魚料理、ニンジンや馬
鈴薯のキャセロール、生野菜や
ゆで野菜のサラダ、いろんな種
類の焼き菓子などがあります。
クリスマス料理は、塩、砂糖、
ビネカーで味付けするので、何

日も持ちます。「クリスマスには
夜通し食べられる」という言い
回しがあるように、クリスマス
料理はフィンランド人の心を惹
きつけるものです。
　パンやケーキやクッキーなど
のクリスマスの焼き菓子をつく
る時は、シナモンやいろいろな
スパイスの香りが家中に広がっ
て、クリスマスの雰囲気を一層
高めます。
　フィンランドでは、クリスマ
スは両親のいる実家に家族が集
まるお祝いです。家族はひとつ
になって一緒にクリスマス料理
を味わいます。しかし、フィン
ランド人は皆、家族を御馳走の
前に集めてくださった本当のク
リスマスの主人を覚えてお祝い
します。イエス・キリストがそ
の主人であると。

フィンランドのクリスマス料理
フィンランド・ルーテル福音協会 (SLEY）　吉村パイヴィ


